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論 文 内 容 の 要 旨
聾学校では言語指導が非常に重視され、多 くの努力と時間をかけて実践されている。それにもか
かわ らず、聾学校児童の文理解能力は同年齢の健聴児と比較して顕著に低い状態にある。.この原因
は、(1)聴覚障害児の文理解能力の実態が体系的に把握 されておらず、②聴覚障害児における文理解
の心理学的な処理過程が十分に解明されていないため、③聾学校で行われている言語指導の内容と
方法が適切なものになっていないか らであると思われた。そこで、本研究は、聴覚障害児、特に聾
学校小学部の児童の文理解能力の実態を明 らかにし、 さらに、文理解における心理学的処理過程を
「文理解方略」という観点で分析することを目的とした。
まず筆者は、口話法、キュード・スピーチ法、同時法で指導を受 けている聾学校小学部児童を対
象に、標準読書力診断テストを実施 した。その結果、キュード・スピーチ法群が口話法群や同時法群よ
りも若干正答率が高かったが、小学部高学年でも健聴児3年生の範囲を越えなかった。次 に、様々
な文型をテス ト文 にした文理解テストを実施 したところ、基本的な動詞の語形を含む文に対する理
解能力はある程度獲得 しているが、受身、やり・もらい、可能、使役などに理解の困難さがあった。
さらに、聴覚障害児 にとって、理解の困難な文である受身文、やり・もらい文に焦点を当てた文
理解テス トを、口話法、キュー ド・スピーチ法、同時法の聾学校小学部児童および健聴児で実施 し
た。 テストは、テスト文の意味を表 している線画を4選択肢から選ぶ方式であった。その結果、聾
学校児童のどの学年においても、受身文は正答率が40%以下であり(健聴児1年 生以下)、やり ・
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もらい文は60%以下(健 聴児2年 生以下)の正答率を示 した。聾学校児童の反応を分析したところ、
「が名詞句(名 詞+が)」を動作者、「に名詞句`(名詞+に)」を対象者 と解釈する傾向がみられた。
次に、聾学校小学部6年 生2名 を対象 に受身文、やり・もらい文を含む様々な構文の指導を週1
回1時 間の割合で約1年 間実施 した。指導の結果、児童に実際の動作をさせたり、絵 や文の構造図
を手掛かりにさせると、これらの文の理解を助けることがわかったが、受身文、や・り・もらい文に
ついては、'その理解を定着 させることはできなかった。
受身文、やり ・もらい文の理解能力を文理解の方略という観点から分析するために、その反応か
ら、どのような方略で文を解釈 したかがわかるような文理解テストを新たに作成 し、聾学校児童、
難聴学級児童、健聴児童を対象に実施 した。テストは、前述のテストと同様に、線画を用いた4選
択肢方式である。テストの結果、聾学校児童はどの学年においても健聴児1年生以下の正答率(60
%以下)を 示 した。難聴学級児童は聾学校児童と健聴児のちょうど中間の正答率を示 した。反応の
分析から、聴覚障害児には次のような方略のあることがわかった。
① マッチング反応:テ スト文中の単語の位置と絵の中の人物の位置が同じになっている絵を選
ぶ反応。
② 意味的方略:文 中の単語間の意味的な制約を手掛かりに文を解釈する方略。
③ 語順方略1:文 中の単語を一律に 「動作者一対象者」 という順序で文を解釈する方略。
④ 語順方略II:受身文、 もらい文の場合だけ、文中の単語を 「対象者 一動作者」 という順序で解
釈 し、他の文は一律に 「動作者一対象者」 の順序で解釈する方略。
⑤ 助詞方略1:「 が名詞句(名 詞+が)」を動作者、「に ・を名詞句(名 詞+に ・を)」を対象者
と解釈す る方略。
⑥ 助詞方略H:述 語動詞 との関係で助詞の用法を正 しく理解 し、文を解釈する方略。
テス トの成績と方略別の反応割合をもとに分析した結果、聴覚障害児における文理解 の方略 は
「マッチング反応→意味的方略→語順方略1・ 語順方略1・ 助詞方略1→ 語順方略H・ 助詞方略1
→助詞方略1」 という順序性をもって発達的に変容するであろうことが示された。
本研究の結果か ら、文法的には同 じ構文であっても、意味的な制約の強弱の整合性、語順などに
よってテス トの正答率が異なって くることがわかった。聴覚障害児 に文理解の指導を実施する際に
は、その子どもがどのような方略の段階にあるのか、文中の何を手掛かりにしているのかを調べ、
次にその子どもにとって無理なく理解できる文から徐々に助詞方略Hの 段階に向けて指導すること
が必要であろうと思われた。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
聾学校の児童 ・生徒の言語能力は同年齢の健聴児 と比較 して、顕著に遅れている現状を取り上げ、
その原因の一っに言語指導上の問題を指摘 している。すなわち、聾学校における言語指導では、一
般的に ドリルや暗記によって 「言語を教え込む」形式の指導 になっているために、指導効果が上がっ
ていない。 これは、聴覚障害児の言語処理過程や言語学習のステップが心理学的に十分解明されて
いないことによると考えた。そこで、本研究は、言語指導上の問題点をふまえて、文理解能力に焦
点を当てて、(1)聴覚障害児の文理解能力の実態を明らかに し、(2)聴覚障害児の文理解における心理
学的な処理過程を 「文理解の方略」 という観点で検討 している。
聾学校児童 ・生徒の文理解能力は非常に低い状態にあり、平均値では小学部高学年の児童でも健
聴児の9歳 レベルを越えていない。彼 らの文理解の特徴は、文を単語と文法の両面か ら解釈するの
ではなく、自分の経験や単語の意味を手掛かりに文を解釈する傾向がある。また、語彙や文法的知
識の不足に加えて、文脈的な手掛かりを利用することが困難であったり、文の記憶にも問題のある
ことが示 された。そこで、言語指導のあり方 に関心を もち、口話法、キュード・スピーチ法、 同時法
をそれぞれ採用 している聾学校の児童 ・生徒(小 学部1年 か ら高等部3年 まで311名)を対象 に
「標準読書力診断テス ト」を実施 して、三者の言語能力を比較検討 した結果、キュード・スピーチ
(音声の子音部分に手指を使ったサインを加えて、聴取と発音の不明瞭 さを補 う方法)が、他の二者
よりも若干優ることが明らかにされた。彼 らにあっては、基本的な動詞の語形を含む文の理解能力
はある程度獲得 しているが、受身、可能、使役の文理解が非常に困難であることも明らかにされた。
本研究で、聴覚障害児にとって最 も理解 しやすい文は、意味的制約が強く、意味的に自然な内容
であり、「動作者 一対象者」という語順の文である。逆に、最 も理解困難な文は意味的制約が弱 く、
「対象者 一動作者」 という語順の文であることが確認 された。 これ らの知見を基 に、聴覚障害児の
文理解の評価 と指導に寄与する 「文 ・方略マ トリックス」を試作 した。このマ トリックスは、いか
なる方略を用いれば、いかなる文の理解が可能になるかを明らかに したものであり、これによって
個々の子供の文理解の現状の判定および教授順序の組立てが容易になされ得るものである。 このマ
トリックスの有効性については今後の検討に委ねられるが、 これまでになされた一連の研究は、聴
覚障害児教育に大きく貢献するものであり、高 く評価できる。
よって博士(教 育学)の 学位を授与するに適当と認ある。
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